
　令和3年度在宅医療・介護連携推進事業、認知症総合支援事業計画

目指す姿 事業名 内容

在宅医療・介護連携、認知症対策推進協
議会

在宅医療・介護連携、認知症対策推進協議会を年4回開催し、
現状の把握と課題の抽出、実施事業の検討・評価を行う。
　第1回：令和3年　6月10日(木)
　第2回：令和3年　9月30日(木)
　第3回：令和3年12月16日(木)
  第4回：令和4年　3月10日(木)

在宅医療・救急医療連携ワーキング
・救急医療情報キットの周知啓発
・救急医療情報シートの情報更新
・在宅における救急時対応と看取りの現状把握と課題の抽出

市民啓発ワーキング
・在宅医療、在宅看取り、アドバンスケアプランニング（ＡＣＰ）等
の普及啓発用媒体を作成

【休止】
多職種連携研修企画ワーキング

※一昨年度のワーキングにて、研修テーマの選定がされている
ため

「在宅医療後方支援制度」の運用
・病院関係者意見交換会の開催
・制度の周知啓発（市内・市外在宅医療実施医療機関）

「認知症初期集中支援チーム」の稼働

・オレンジ連携シート、事例集を用いた活動の周知や多職種連
携研修を実施。
・ケース対応を通して、支援チーム員や地域包括支援センター職
員の対応力向上を図る。

【休止】
認知症対策ワーキング

今後、検討を重ねたい案件が出た際に、随時開催とする。

【新規】
本人ミーティングの開催

7/2,9　第一小学校区で開催
※状況を見ながら、各小学校区での開催を進めていく。

〈認知症当時者支援・家族支援の場〉
「らくらく介護教室」の開催
「お楽しみ処（認知症カフェ）」の開催
認知症パートナー活動の拡大（訪問支
援）

・らくらく介護教室：家族介護教室の一部として実施。（9/17、
2/16）
・お楽しみ処：月1回、西白井複合センターで開催。
・訪問支援：お元気みまもり事業を通して、閉じこもりがちな家庭
に訪問し、玄関先での交流を推進していく。
※小学校区ごとに、お元気みまもり事業に関わるボランティア向
け交流会で、『認知症があってもなくても温かいまなざしを』を
テーマに事例発表を実施（8月上旬～）。
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目指す姿 事業名 実施内容

多職種連携研修会

・研修テーマ（予定）
認知症対応、緩和ケア
※新型コロナ感染状況を考慮し、実施の判断、開催方法の変更
を検討する。

各職種の資質向上のための研修会

・「感染症対策研修会」
5/25.29、6/11.24、7/3.15
市内介護・障がい福祉施設職員対象

・「介護施設職員向け急変時対応シミュレーショントレーニング」
※新型コロナの感染状況を見ながら、開催方法の変更につい
て、在宅医療・救急医療連携ワーキングで検討する。

目指す姿 事業名 実施内容

救急医療情報キット、介護施設用シート
の配布、運用

・救急医療情報キットの配布（継続）

・消防本部、印西市、白井市担当者打ち合わせ（年2回）

入退院時連携ルールBOOKの配布、運用

・市内医療機関、ケアマネジャー向けに入退院時連携ルール
BOOKの再周知を図る

・市ホームページへの掲載を通じて、周知を図る

多職種連携情報共有システム
（ＩＣＴ検討）ワーキング

・システム運用上の課題の把握、対策の検討
・システムの普及啓発

徘徊保護高齢者に関する
警察との連携体制の構築

警察からの情報提供者について、支援体制を確認または支援に
つないでいく。
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目指す姿 事業名 実施内容

【休止】
「第3回しろい在宅医療フォーラム」の開催

・新型コロナ感染予防対策のため、今年度も開催中止する。
※市民啓発ワーキングにて、フォーラム以外の手法による周知
啓発方法の検討を行う。

「終活支援ノート」の配布、「終活支援講
座」の開催

【終活支援ノート】
・継続して配布

【終活支援講座】
・市主催の講座は、新型コロナ感染予防対策のため、開催を見
合わせる。
・外部からの講座依頼については、感染予防対策を行い実施す
る。

「認知症周知啓発月間」
「認知症サポーター/パートナー養成講
座」

・懸垂幕の設置、情報コーナーの設置
・地域の集まりの場に出向き「認知症になっても通い続けられる
場」「みんなで支える地域づくり」の普及啓発実施
・認知症サポーター養成講座：随時開催
・認知症パートナー養成講座：9/29,10/6

目指す姿 事業名 実施内容

「認知症ガイドブック」に認知症に関する
相談先の情報を掲載

・9月の周知啓発月間に併せて周知実施
・メール・SNS配信

医療・介護関係者からの在宅医療に関わ
る相談対応の実施
※地域包括支援センター（3か所）で実施

相談窓口について周知を図るため、医療・介護関係者へのお知
らせやホームページ掲載等に取り組む。
近隣市も含めた医療資源（訪問診療、訪問看護等）の情報整理
を行い、医療・介護関係者からの相談時に活用できる体制を整
える。

「地域包括支援センター」の周知啓発
６５歳の方の総合相談窓口として市民に認識してもらえるよう、
市ホームページ等、継続して周知に取り組む。

④
認
知
症

、
在
宅
医
療

、
在
宅
看
取
り
等
に
つ
い
て
の
普
及

啓
発
を
行
い

、
市
民
の
理
解
が
進
む

。

⑤
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓

口
が
整
備
さ
れ

、
市
民
や
医
療
・
介
護
関
係
者
へ
の
相

談
支
援
体
制
が
整
う

。


